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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動画像データを構成する時系列なフレームを符号化する動画像符号化装置であって、
　フレームを周波数成分の異なる複数のサブバンドに分解する分解手段と、
　前記複数のサブバンドを第１のグループ及び第２のグループに分け、第１のグループに
属するサブバンドを構成する周波数成分係数データの上位の所定ビット数のデータを動き
補償対象データとして抽出する第１の抽出手段と、
　前記第１のグループに属するサブバンドを構成する各周波数成分係数データの下位の所
定ビット数のデータを抽出する第２の抽出手段と、
　前記第１の抽出手段で抽出された現フレームの動き補償対象データと、従前のフレーム
の符号化する際に得られた動き補償対象データに対応する復号データとに基づき、動きベ
クトル情報並びに予測値情報を生成する動き補償手段と、
　該動き補償手段で生成された予測値情報と現フレームにおける動き補償対象データとの
差分値を求め、当該差分値と動きベクトル情報を符号化する第１の符号化手段と、
　該第２の抽出手段で抽出された各周波数成分係数データの下位所定ビット数のデータ及
び前記第２グループに属するサブバンドの周波数成分係数データを非動き補償データとし
て符号化する第２の符号化手段と、
　前記第１、第２の符号化手段で得られた符号化データを多重化する多重化手段と
　を備えることを特徴とする動画像符号化装置。
【請求項２】
　前記分解手段は、離散ウェーブレット変換方法に基づいて複数のサブバンドに分解し、
　前記第１のグループはＬＬサブバンドを含む低周波成分のサブバンドで構成され、
　前記第２のグループは前記低周波成分より高い周波数成分のサブバンドで構成される
　ことを特徴とする請求項１に記載の動画像符号化装置。
【請求項３】
　前記第２の符号化手段は、周波数成分係数データを表わすビット位置毎のビットプレー
ン単位、もしくはサブビットプレーン単位に符号化することを特徴とする請求項１又は２
に記載の動画像符号化装置。
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【請求項４】
　前記第２の符号化手段は、生成される符号量に基づいて、非符号化対象となるビットプ
レーンとして、最下位のビットから上位に向かう順番に選択する選択手段を含み、
　該選択手段で選択されたビットプレーンを除くビットプレーンを符号化することを特徴
とする請求項３に記載の動画像符号化装置。
【請求項５】
　動画像データを構成する時系列なフレームを符号化する動画像符号化装置の制御方法で
あって、
　フレームを周波数成分の異なる複数のサブバンドに分解する分解工程と、
　前記複数のサブバンドを第１のグループ及び第２のグループに分け、第１のグループに
属するサブバンドを構成する周波数成分係数データの上位の所定ビット数のデータを動き
補償対象データとして抽出する第１の抽出工程と、
　前記第１のグループに属するサブバンドを構成する各周波数成分係数データの下位の所
定ビット数のデータを抽出する第２の抽出工程と、
　前記第１の抽出工程で抽出された現フレームの動き補償対象データと、従前のフレーム
の符号化する際に得られた動き補償対象データに対応する復号データとに基づき、動きベ
クトル情報並びに予測値情報を生成する動き補償工程と、
　該動き補償工程で生成された予測値情報と現フレームにおける動き補償対象データとの
差分値を求め、当該差分値と動きベクトル情報を符号化する第１の符号化工程と、
　該第２の抽出工程で抽出された各周波数成分係数データの下位所定ビット数のデータ及
び前記第２グループに属するサブバンドの周波数成分係数データを非動き補償データとし
て符号化する第２の符号化工程と、
　前記第１、第２の符号化工程で得られた符号化データを多重化する多重化工程と
　を備えることを特徴とする動画像符号化装置の制御方法。
【請求項６】
　コンピュータが読み込み実行することで、動画像データを構成する時系列なフレームを
符号化する動画像符号化装置として機能させるコンピュータプログラムであって、
　前記コンピュータを、
　フレームを周波数成分の異なる複数のサブバンドに分解する分解手段と、
　前記複数のサブバンドを第１のグループ及び第２のグループに分け、第１のグループに
属するサブバンドを構成する周波数成分係数データの上位の所定ビット数のデータを動き
補償対象データとして抽出する第１の抽出手段と、
　前記第１のグループに属するサブバンドを構成する各周波数成分係数データの下位の所
定ビット数のデータを抽出する第２の抽出手段と、
　前記第１の抽出手段で抽出された現フレームの動き補償対象データと、従前のフレーム
の符号化する際に得られた動き補償対象データに対応する復号データとに基づき、動きベ
クトル情報並びに予測値情報を生成する動き補償手段と、
　該動き補償手段で生成された予測値情報と現フレームにおける動き補償対象データとの
差分値を求め、当該差分値と動きベクトル情報を符号化する第１の符号化手段と、
　該第２の抽出手段で抽出された各周波数成分係数データの下位所定ビット数のデータ及
び前記第２グループに属するサブバンドの周波数成分係数データを非動き補償データとし
て符号化する第２の符号化手段と、
　前記第１、第２の符号化手段で得られた符号化データを多重化する多重化手段
　として機能させることを特徴とするコンピュータプログラム。
【請求項７】
　請求項６に記載のコンピュータプログラムを格納したことを特徴とするコンピュータ可
読記憶媒体。
【請求項８】
　請求項１乃至４のいずれか１つに記載の動画像符号化装置で符号化された動画像データ
を復号する動画像復号装置であって、
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　入力したフレームの符号化データを、前記第１のグループ、第２のグループのそれぞれ
に対応する第１の符号化データ、第２の符号化データに分離する分離手段と、
　分離された第１の符号化データを復号して得られた現フレームの前記第１のグループに
属するサブバンドの前記上位所定ビットの差分値及び動きベクトル情報と、従前のフレー
ムにおける前記第１のグループに対応する前記上位所定ビットによる復号データとに基づ
き、現フレームの前記第１グループに属するサブバンドの前記上位ビットの復号データを
生成する第１の復号手段と、
　前記第２の符号化データを復号する第２の復号手段と、
　該第２の復号手段で得られた前記第１のグループの下位ビットの復号データと前記第１
の復号手段で得られた上位ビットの復号データとを合成することで現フレームの第１のグ
ループに対応する復号データを生成する生成手段と、
　該生成手段で生成された第１のグループに属するサブバンドの復号データと、前記第２
の復号手段で得られた第２グループに属するサブバンドの復号データとに基づいて、前記
分解手段と逆の処理を行うことで現フレームの画像を復元する復元手段と
　を備えることを特徴とする動画像復号装置。
【請求項９】
　請求項８の動画像復号装置が請求項３の動画像符号化装置より符号化された動画像デー
タを復号する場合であって、
　更に、前記第２の符号化データ中の、下位ビットプレーンから上位に向かうビットプレ
ーンの所定数の符号化データを復号対象外に設定する設定手段を備えることを特徴とする
請求項８に記載の動画像復号装置。
【請求項１０】
　前記設定手段は、従前の１フレームの復元に要する時間を計時し、当該計時した時間値
に基づいて、各サブバンド毎に、復号対象外のビットプレーン数を設定することを特徴と
する請求項９に記載の動画像復号装置。
【請求項１１】
　請求項１乃至４のいずれか１つに記載の動画像符号化装置で符号化された動画像データ
を復号する動画像復号装置の制御方法であって、
　入力したフレームの符号化データを、前記第１のグループ、第２のグループのそれぞれ
に対応する第１の符号化データ、第２の符号化データに分離する分離工程と、
　分離された第１の符号化データを復号して得られた現フレームの前記第１のグループに
属するサブバンドの前記上位所定ビットの差分値及び動きベクトル情報と、従前のフレー
ムにおける前記第１のグループに対応する前記上位所定ビットによる復号データとに基づ
き、現フレームの前記第１グループに属するサブバンドの前記上位ビットの復号データを
生成する第１の復号工程と、
　前記第２の符号化データを復号する第２の復号工程と、
　該第２の復号工程で得られた前記第１のグループの下位ビットの復号データと、前記第
１の復号工程で得られた上位ビットの復号データとを合成することで現フレームの第１の
グループに対応する復号データを生成する生成工程と、
　該生成工程で生成された第１のグループに属するサブバンドの復号データと、前記第２
の復号工程で得られた第２グループに属するサブバンドの復号データとに基づいて、前記
分解手段と逆の処理を行うことで現フレームの画像を復元する復元工程と
　を備えることを特徴とする動画像復号装置の制御方法。
【請求項１２】
　コンピュータが読み込み実行することで、請求項１乃至４のいずれか１つに記載の動画
像符号化装置で符号化された動画像データを復号する動画像復号装置として機能させるコ
ンピュータプログラムであって、
　前記コンピュータを、
　入力したフレームの符号化データを、前記第１のグループ、第２のグループのそれぞれ
に対応する第１の符号化データ、第２の符号化データに分離する分離手段と、



(4) JP 2005-295504 A5 2008.3.13

　分離された第１の符号化データを復号して得られた現フレームの前記第１のグループに
属するサブバンドの前記上位所定ビットの差分値及び動きベクトル情報と、従前のフレー
ムにおける前記第１のグループに対応する前記上位所定ビットによる復号データとに基づ
き、現フレームの前記第１グループに属するサブバンドの前記上位ビットの復号データを
生成する第１の復号手段と、
　前記第２の符号化データを復号する第２の復号手段と、
　該第２の復号手段で得られた前記第１のグループの下位ビットの復号データと前記第１
の復号手段で得られた上位ビットの復号データとを合成することで現フレームの第１のグ
ループに対応する復号データを生成する生成手段と、
　該生成手段で生成された第１のグループに属するサブバンドの復号データと、前記第２
の復号手段で得られた第２グループに属するサブバンドの復号データとに基づいて、前記
分解手段と逆の処理を行うことで現フレームの画像を復元する復元手段
　として機能させるコンピュータプログラム。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のコンピュータプログラムを格納したことを特徴とするコンピュータ
可読記憶媒体。
【請求項１４】
　動画像データを構成する時系列なフレームを符号化する動画像符号化装置であって、
　フレームを周波数成分の異なる複数のサブバンドに分解する分解手段と、
　各サブバンドを構成する周波数成分係数データの上位の所定ビット数のデータを動き補
償対象データとして抽出する第１の抽出手段と、
　各サブバンドを構成する周波数成分係数データの下位の所定ビット数のデータを非動き
補償対象データとして抽出する第２の抽出手段と、
　前記第１の抽出手段で抽出された現フレームの動き補償対象データと、従前のフレーム
の符号化する際に得られた動き補償対象データに対応する復号データとに基づき、動きベ
クトル情報並びに予測値情報を生成する動き補償手段と、
　該動き補償手段で生成された予測値情報と現フレームにおける動き補償対象データとの
差分値を求め、当該差分値と動きベクトル情報を符号化する第１の符号化手段と、
　該第２の抽出手段で抽出された各周波数成分係数データの下位所定ビット数のデータを
符号化する第２の符号化手段と、
　前記第１、第２の符号化手段で得られた符号化データを多重化する多重化手段と
　を備えることを特徴とする動画像符号化装置。
【請求項１５】
　前記第２の符号化手段は、周波数成分係数データを表わすビット位置毎のビットプレー
ン単位、もしくはサブビットプレーン単位に符号化することを特徴とする請求項１４に記
載の動画像符号化装置。
【請求項１６】
　前記第２の符号化手段は、生成される符号量に基づいて、非符号化対象となるビットプ
レーンとして、最下位のビットから上位に向かう順番に選択する選択手段を含み、
　該選択手段で選択されたビットプレーンを除くビットプレーンを符号化することを特徴
とする請求項１５に記載の動画像符号化装置。
【請求項１７】
　前記分解手段は、離散ウェーブレット変換方法に基づいて複数のサブバンドに分解する
手段であることを特徴とする請求項１４乃至１６のいずれか１つに記載の動画像符号化装
置。
【請求項１８】
　動画像データを構成する時系列なフレームを符号化する動画像符号化装置の制御方法で
あって、
　フレームを周波数成分の異なる複数のサブバンドに分解する分解工程と、
　各サブバンドを構成する周波数成分係数データの上位の所定ビット数のデータを動き補
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償対象データとして抽出する第１の抽出工程と、
　各サブバンドを構成する周波数成分係数データの下位の所定ビット数のデータを非動き
補償対象データとして抽出する第２の抽出工程と、
　前記第１の抽出工程で抽出された現フレームの動き補償対象データと、従前のフレーム
の符号化する際に得られた動き補償対象データに対応する復号データとに基づき、動きベ
クトル情報並びに予測値情報を生成する動き補償工程と、
　該動き補償工程で生成された予測値情報と現フレームにおける動き補償対象データとの
差分値を求め、当該差分値と前記動きベクトル情報を符号化する第１の符号化工程と、
　該第２の抽出工程で抽出された各周波数成分係数データの下位所定ビット数のデータを
符号化する第２の符号化工程と、
　前記第１、第２の符号化工程で得られた符号化データを多重化する多重化工程と
　を備えることを特徴とする動画像符号化装置の制御方法。
【請求項１９】
　コンピュータが読み込み実行することで、動画像データを構成する時系列なフレームを
符号化する動画像符号化装置として機能させるコンピュータプログラムであって、
　前記コンピュータを、
　フレームを周波数成分の異なる複数のサブバンドに分解する分解手段と、
　各サブバンドを構成する周波数成分係数データの上位の所定ビット数のデータを動き補
償対象データとして抽出する第１の抽出手段と、
　各サブバンドを構成する周波数成分係数データの下位の所定ビット数のデータを非動き
補償対象データとして抽出する第２の抽出手段と、
　前記第１の抽出手段で抽出された現フレームの動き補償対象データと、従前のフレーム
の符号化する際に得られた動き補償対象データに対応する復号データとに基づき、動きベ
クトル情報並びに予測値情報を生成する動き補償手段と、
　該動き補償手段で生成された予測値情報と現フレームにおける動き補償対象データとの
差分値を求め、当該差分値と動きベクトル情報を符号化する第１の符号化手段と、
　該第２の抽出手段で抽出された各周波数成分係数データの下位所定ビット数のデータを
符号化する第２の符号化手段と、
　前記第１、第２の符号化手段で得られた符号化データを多重化する多重化手段
　として機能させることを特徴とするコンピュータプログラム。
【請求項２０】
　請求項１９に記載のコンピュータプログラムを格納したことを特徴とするコンピュータ
可読記憶媒体。
【請求項２１】
　請求項１４乃至１７のいずれか１つに記載の動画像符号化装置で符号化された動画像デ
ータを復号する動画像復号装置であって、
　入力したフレームの符号化データを、動き補償対象データに対応する第１の符号化デー
タと、非動き補償対象データに対応する第２の符号化データに分離する分離手段と、
　分離された第１の符号化データを復号して得られた現フレームの各サブバンド毎の前記
上位所定ビットの差分値及び動きベクトル情報と、従前のフレームにおける動き補償対象
データの復号データとに基づき、現フレームの各サブバンド毎の上位ビットの復号データ
を生成する第１の復号手段と、
　前記第２の符号化データを復号する第２の復号手段と、
　該第２の復号手段で得られた各サブバンドの下位ビットの復号データと前記第１の復号
手段で得られた各サブバンドの上位ビットの復号データとを合成することで、現フレーム
の各サブバンドの周波数成分データを生成する生成手段と、
　該生成手段で生成されたサブバンドの周波数成分データを、前記分解手段と逆の処理を
行うことで現フレームの画像を復元する復元手段と
　を備えることを特徴とする動画像復号装置。
【請求項２２】
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　請求項２１の動画像復号装置が請求項１６の動画像符号化装置より符号化された動画像
データを復号する場合であって、
　更に、前記第２の符号化データ中の、下位ビットプレーンから上位に向かうビットプレ
ーンの所定数の符号化データを復号対象外に設定する設定手段を備えることを特徴とする
動画像復号装置。
【請求項２３】
　前記設定手段は、従前の１フレームの復元に要する時間を計時し、当該計時した時間値
が第１の閾値より大きい場合、高周波成分から低周波成分に向かうサブバンドに対して、
復号対象外のビットプレーン数を増加し、計時した時間値が第２の閾値より小さい場合、
高周波成分から低周波成分に向かうサブバンドに対して、復号対象外のビットプレーン数
を減じることを特徴とする請求項２２に記載の動画像復号装置。
【請求項２４】
　請求項１４乃至１７のいずれか１つに記載の動画像符号化装置で符号化された動画像デ
ータを復号する動画像復号装置の制御方法であって、
　入力したフレームの符号化データを、動き補償対象データに対応する第１の符号化デー
タと、非動き対象データに対応する第２の符号化データに分離する分離工程と、
　分離された第１の符号化データを復号して得られた現フレームの各サブバンド毎の前記
上位所定ビットの差分値及び動きベクトル情報と、従前のフレームにおける動き補償デー
タの復号データとに基づき、現フレームの各サブバンド毎の上位ビットの復号データを生
成する第１の復号工程と、
　前記第２の符号化データを復号する第２の復号工程と、
　該第２の復号工程で得られた各サブバンドの下位ビットの復号データと前記第１の復号
工程で得られた各サブバンドの上位ビットの復号データとを合成することで、現フレーム
の各サブバンドの周波数成分データを生成する生成工程と、
　該生成工程で生成されたサブバンドの周波数成分データを、前記分解手段と逆の処理を
行うことで現フレームの画像を復元する復元工程と
　を備えることを特徴とする動画像復号装置の制御方法。
【請求項２５】
　コンピュータが読み込み実行することで、請求項１４乃至１７のいずれか１つに記載の
動画像符号化装置で符号化された動画像データを復号する動画像復号装置として機能させ
るコンピュータプログラムであって、
　前記コンピュータを、
　入力したフレームの符号化データを、動き補償対象データに対応する第１の符号化デー
タと、非動き対象データに対応する第２の符号化データに分離する分離手段と、
　分離された第１の符号化データを復号して得られた現フレームの各サブバンド毎の前記
上位所定ビットの差分値及び動きベクトル情報と、従前のフレームにおける動き補償デー
タの復号データとに基づき、現フレームの各サブバンド毎の上位ビットの復号データを生
成する第１の復号手段と、
　前記第２の符号化データを復号する第２の復号手段と、
　該第２の復号手段で得られた各サブバンドの下位ビットの復号データと前記第１の復号
手段で得られた各サブバンドの上位ビットの復号データとを合成することで、現フレーム
の各サブバンドの周波数成分データを生成する生成手段と、
　該生成手段で生成されたサブバンドの周波数成分データを、前記分解手段と逆の処理を
行うことで現フレームの画像を復元する復元手段
　として機能させることを特徴とするコンピュータプログラム。
【請求項２６】
　請求項２５に記載のコンピュータプログラムを格納したことを特徴とするコンピュータ
可読記憶媒体。
【請求項２７】
　動画像データを構成する時系列なフレームを符号化する動画像符号化装置であって、
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　フレームを周波数成分の異なる複数のサブバンドに分解する分解手段と、
　サブバンド毎に定められる閾値をＴＢとして、各サブバンドを構成する周波数成分係数
データの下位ＴＢビットを除く、上位ビットのデータを動き補償対象データとして抽出す
る第１の抽出手段と、
　各サブバンドを構成する周波数成分係数データの下位のＴＢビットのデータを非動き補
償対象データとして抽出する第２の抽出手段と、
　前記第１の抽出手段で抽出された現フレームの動き補償対象データと、従前のフレーム
の符号化する際に得られた動き補償対象データに対応する復号データとに基づき、動きベ
クトル情報並びに予測値情報を生成する動き補償手段と、
　該動き補償手段で生成された予測値情報と現フレームにおける動き補償対象データとの
差分値を求め、当該差分値と動きベクトル情報を符号化する第１の符号化手段と、
　該第２の抽出手段で抽出された各周波数成分係数データの下位ＴＢビットのデータを符
号化する第２の符号化手段と、
　前記第１、第２の符号化手段で得られた符号化データを多重化する多重化手段と
　を備えることを特徴とする動画像符号化装置。
【請求項２８】
　前記第２の符号化手段は、周波数成分データを表わすビット位置毎のビットプレーン単
位、もしくはサブビットプレーン単位に符号化することを特徴とする請求項２７に記載の
動画像符号化装置。
【請求項２９】
　前記第２の符号化手段は、生成される符号量に基づいて、非符号化対象となるビットプ
レーンとして、最下位のビットから上位に向かう順番に選択する選択手段を含み、
　該選択手段で選択されたビットプレーンを除くビットプレーンを符号化することを特徴
とする請求項２８に記載の動画像符号化装置。
【請求項３０】
　前記サブバンド毎に定められる閾値ＴＢは低周波成分のサブバンドでは０であることを
特徴とする請求項２７乃至２９のいずれか１つに記載の動画像符号化装置。
【請求項３１】
　前記分解手段は、離散ウェーブレット変換方法に基づいて複数のサブバンドに分解する
手段であることを特徴とする請求項２７乃至３０のいずれか１つに記載の動画像符号化装
置。
【請求項３２】
　動画像データを構成する時系列なフレームを符号化する動画像符号化装置の制御方法で
あって、
　フレームを周波数成分の異なる複数のサブバンドに分解する分解工程と、
　サブバンド毎に定められる閾値をＴＢとして、各サブバンドを構成する周波数成分係数
データの下位ＴＢビットを除く、上位ビットのデータを動き補償対象データとして抽出す
る第１の抽出工程と、
　各サブバンドを構成する周波数成分係数データの下位のＴＢビットのデータを非動き補
償対象データとして抽出する第２の抽出工程と、
　前記第１の抽出工程で抽出された現フレームの動き補償対象データと、従前のフレーム
の符号化する際に得られた動き補償対象データに対応する復号データとに基づき、動きベ
クトル情報並びに予測値情報を生成する動き補償工程と、
　該動き補償工程で生成された予測値情報と現フレームにおける動き補償対象データとの
差分値を求め、当該差分値と前記動きベクトル情報を符号化する第１の符号化工程と、
　該第２の抽出工程で抽出された各周波数成分係数データの下位ＴＢビットのデータを符
号化する第２の符号化工程と、
　前記第１、第２の符号化工程で得られた符号化データを多重化する多重化工程と
　を備えることを特徴とする動画像符号化装置の制御方法。
【請求項３３】
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　コンピュータが読み込み実行することで、動画像データを構成する時系列なフレームを
符号化する動画像符号化装置として機能させるコンピュータプログラムであって、
　前記コンピュータを、
　フレームを周波数成分の異なる複数のサブバンドに分解する分解手段と、
　サブバンド毎に定められる閾値をＴＢとして、各サブバンドを構成する周波数成分係数
データの下位ＴＢビットを除く、上位ビットのデータを動き補償対象データとして抽出す
る第１の抽出手段と、
　各サブバンドを構成する周波数成分係数データの下位のＴＢビットのデータを非動き補
償対象データとして抽出する第２の抽出手段と、
　前記第１の抽出手段で抽出された現フレームの動き補償対象データと、従前のフレーム
の符号化する際に得られた動き補償対象データに対応する復号データとに基づき、動きベ
クトル情報並びに予測値情報を生成する動き補償手段と、
　該動き補償手段で生成された予測値情報と現フレームにおける動き補償対象データとの
差分値を求め、当該差分値と動きベクトル情報を符号化する第１の符号化手段と、
　該第２の抽出手段で抽出された各周波数成分係数データの下位ＴＢビットのデータを符
号化する第２の符号化手段と、
　前記第１、第２の符号化手段で得られた符号化データを多重化する多重化手段
　として機能させることを特徴とするコンピュータプログラム。
【請求項３４】
　請求項３３に記載のコンピュータプログラムを格納したことを特徴とするコンピュータ
可読記憶媒体。
【請求項３５】
　請求項２７乃至３１のいずれか１つに記載の動画像符号化装置で符号化された動画像デ
ータを復号する動画像復号装置であって、
　入力したフレームの符号化データを、動き補償対象データに対応する第１の符号化デー
タと、非動き対象データに対応する第２の符号化データに分離する分離手段と、
　分離された第１の符号化データを復号して得られた現フレームの各サブバンド毎の前記
上位ビットのデータの差分値及び動きベクトル情報と、従前のフレームにおける動き補償
データの復号データとに基づき、現フレームの各サブバンド毎の上位ビットの復号データ
を生成する第１の復号手段と、
　前記第２の符号化データを復号する第２の復号手段と、
　該第２の復号手段で得られた各サブバンドの下位ビットの復号データと前記第１の復号
手段で得られた各サブバンドの上位ビットの復号データとを合成することで、現フレーム
の各サブバンドの周波数成分データを生成する生成手段と、
　該生成手段で生成されたサブバンドの周波数成分データを、前記分解手段と逆の処理を
行うことで現フレームの画像を復元する復元手段と
　を備えることを特徴とする動画像復号装置。
【請求項３６】
　請求項３５の動画像復号装置が請求項２８の動画像符号化装置より符号化された動画像
データを復号する場合であって、
　更に、前記第２の符号化データ中の、下位ビットプレーンから上位に向かうビットプレ
ーンの所定数の符号化データを復号対象外に設定する設定手段を備えることを特徴とする
動画像復号装置。
【請求項３７】
　前記設定手段は、従前の１フレームの復元に要する時間を計時し、当該計時した時間値
が第１の閾値より大きい場合、高周波成分から低周波成分に向かうサブバンドに対して、
復号対象外のビットプレーン数を増加し、計時した時間値が第２の閾値より小さい場合、
高周波成分から低周波成分に向かうサブバンドに対して、復号対象外のビットプレーン数
を減じることを特徴とする請求項３６に記載の動画像復号装置。　　
【請求項３８】



(9) JP 2005-295504 A5 2008.3.13

　請求項２７乃至３１のいずれか１つに記載の動画像符号化装置で符号化された動画像デ
ータを復号する動画像復号装置の制御方法であって、
　入力したフレームの符号化データを、動き補償対象データに対応する第１の符号化デー
タと、非動き対象データに対応する第２の符号化データに分離する分離工程と、
　分離された第１の符号化データを復号して得られた現フレームの各サブバンド毎の前記
上位ビットのデータの差分値及び動きベクトル情報と、従前のフレームにおける動き補償
データの復号データとに基づき、現フレームの各サブバンド毎の上位ビットの復号データ
を生成する第１の復号工程と、
　前記第２の符号化データを復号する第２の復号工程と、
　該第２の復号工程で得られた各サブバンドの下位ビットの復号データと前記第１の復号
工程で得られた各サブバンドの上位ビットの復号データとを合成することで、現フレーム
の各サブバンドの周波数成分データを生成する生成工程と、
　該生成工程で生成されたサブバンドの周波数成分データを、前記分解手段と逆の処理を
行うことで現フレームの画像を復元する復元工程と
　を備えることを特徴とする動画像復号装置の制御方法。
【請求項３９】
　コンピュータが読み込み実行することで、請求項２７乃至３１のいずれか１つに記載の
動画像符号化装置で符号化された動画像データを復号する動画像復号装置として機能させ
るコンピュータプログラムであって、
　前記コンピュータを、
　入力したフレームの符号化データを、動き補償対象データに対応する第１の符号化デー
タと、非動き対象データに対応する第２の符号化データに分離する分離手段と、
　分離された第１の符号化データを復号して得られた現フレームの各サブバンド毎の前記
上位ビットのデータの差分値及び動きベクトル情報と、従前のフレームにおける動き補償
データの復号データとに基づき、現フレームの各サブバンド毎の上位ビットの復号データ
を生成する第１の復号手段と、
　前記第２の符号化データを復号する第２の復号手段と、
　該第２の復号手段で得られた各サブバンドの下位ビットの復号データと前記第１の復号
手段で得られた各サブバンドの上位ビットの復号データとを合成することで、現フレーム
の各サブバンドの周波数成分データを生成する生成手段と、
　該生成手段で生成されたサブバンドの周波数成分データを、前記分解手段と逆の処理を
行うことで現フレームの画像を復元する復元手段
　として機能させることを特徴とするコンピュータプログラム。
【請求項４０】
　請求項３９に記載のコンピュータプログラムを格納したことを特徴とするコンピュータ
可読記憶媒体。
【請求項４１】
　動画像データを構成する時系列なフレームを符号化する動画像符号化装置であって、
　フレームを離散ウェーブレット変換して複数のサブバンドの情報を得る離散ウェーブレ
ット変換手段と、
　該離散ウェーブレット変換手段で得られた低周波成分のサブバンドで構成される第１の
グループについては、従前のフレームの符号化した際の第１のグループに含まれる各サブ
バンドの復号データに基づいて動き補償符号化するフレーム間符号化手段と、
　前記低周波成分より高い周波数成分のサブバンドで構成される第２のグループについて
は、現フレーム内で符号化するフレーム内符号化手段と、
　前記フレーム間符号化手段及び前記フレーム内符号化手段で符号化されたそれぞれの符
号化データを多重化する多重化手段と
　を備えることを特徴とする動画像符号化装置。
【請求項４２】
　動画像データを構成する時系列なフレームを符号化する動画像符号化方法であって、
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　フレームを離散ウェーブレット変換して複数のサブバンドの情報を得る離散ウェーブレ
ット変換工程と、
　該離散ウェーブレット変換工程で得られた低周波成分のサブバンドで構成される第１の
グループについては、従前のフレームの符号化した際の第１のグループに含まれる各サブ
バンドの復号データに基づいて動き補償符号化するフレーム間符号化工程と、
　前記低周波成分より高い周波数成分のサブバンドで構成される第２のグループについて
は、現フレーム内で符号化するフレーム内符号化工程と、
　前記フレーム間符号化工程及び前記フレーム内符号化工程で符号化されたそれぞれの符
号化データを多重化する多重化工程と
　を備えることを特徴とする動画像符号化方法。
【請求項４３】
　請求項４２に記載の動画像符号化方法による符号化データを復号する動画像復号装置で
あって、
　入力した符号化データから、フレーム間符号化データと、フレーム内符号化データに分
離する分離手段と、
　分離したフレーム間符号化データを動き補償付きで復号し、低周波成分のサブバンドの
データを生成するフレーム間復号手段と、
　分離したフレーム内符号化データをフレーム内復号し、前記低周波成分より高周波のサ
ブバンドのデータを生成するフレーム内復号手段と、
　前記フレーム間復号手段、前記フレーム内復号手段で得られたサブバンドのデータを逆
離散ウェーブレット変換して現フレームの画像を復元する復元手段と
　を備えることを特徴とする動画像復号装置。
【請求項４４】
　請求項４２に記載の動画像符号化方法による符号化データを復号する動画像復号方法で
あって、
　入力した符号化データから、フレーム間符号化データと、フレーム内符号化データに分
離する分離工程と、
　分離したフレーム間符号化データを動き補償付きで復号し、低周波成分のサブバンドの
データを生成するフレーム間復号工程と、
　分離したフレーム内符号化データをフレーム内復号し、前記低周波成分より高周波のサ
ブバンドのデータを生成するフレーム内復号工程と、
　前記フレーム間復号工程、前記フレーム内復号工程で得られたサブバンドのデータを逆
離散ウェーブレット変換して現フレームの画像を復元する復元工程と
　を備えることを特徴とする動画像復号方法。
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